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今年は桜を愛でる心の余裕がないまま春が過ぎ、気がつくと新緑が美しい季節となりました。まだ雪の残る樽前山を

望みながら、あまりに今までと違い過ぎる世の中について様々に思いを巡らしております。

コロナ禍で本校はいち早く遠隔授業を実施いたしました。昨年の今頃は広い校舎ががらんとしておりました。今年は、

熱心に授業を受けたり、実験や実習に取り組んだりする学生の姿が見られます。放課後にはグランドや体育館を元気に

駆けまわる運動部や、作品制作などに力を注ぐ文化部の姿も。エゾリスが時折かわいらしい姿を見せる構内には、

バンカラな応援団の太鼓の音色が勇壮に響きわたります。先般の緊急事態宣言を受けて再度分散登校・遠隔授業

となりましたが、学生たちが生き生きと活動し、自己実現のために充実した日々を送るという、当たり前の日常の大切さを

今更ながら実感しております。

高専通信156号では、卒業・入学関連の記事を中心に、退職教員、留学生・新任教員の紹介や産学連携、行事予定

などについて掲載しました。最新の情報は、本校HPやFacebookも併せてご覧いただければと思います。日 、々状況が

変化いたしますが、皆さまご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

副校長（総務主事）　平野博人
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新

入

生

へ

贈

る

言

葉

新
入
生
の
皆
さ
ん
、ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
暖
か
く
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
ご
家
族
の
皆
様

方
、心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
三
年
度
苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
入
学
式
を
挙

行
す
る
こ
と
が
で
き
、新
入
生
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
、教
職

員
一
同
、本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
、本
科
第
一
学
年
入
学
生
二
百
十
二
名
、第
三

学
年
入
学
外
国
人
留
学
生
四
名
、専
攻
科
第
一
学
年
入
学
生

三
十
一
名
、内
外
国
人
留
学
生
一
名
、合
計
二
百
四
十
七
名

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、勉
強
に
打
ち
込
む
こ
と
が
難
し
い
状
況

を
乗
り
越
え
て
、入
学
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
、本
当
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
は
、
昭
和
三
十
九
年
、

一
九
六
四
年
四
月
に
設
置
さ
れ
、五
十
七
年
の
歴
史
を
有
し

ま
す
。
全
国
に
は
五
十
一
の
国
立
高
専
が
あ
り
、約
五
万
人

の
学
生
が
最
先
端
工
学
を
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん

は
苫
小
牧
高
専
に
留
ま
ら
ず
、全
国
の
高
専
生
と
と
も
に
学

ぶ
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、ロ
ボ
コ
ン
の
よ
う
な
各
種

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、全
国
の
仲
間
と
競
い
、交
流
す
る

機
会
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、高
専
は
海
外
の
教
育
機
関
と

の
連
携
も
強
化
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
こ
れ
ら
の
活
動
も
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、高
専
で
は
学
び

を
止
め
な
い
た
め
の
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

高
専
は
五
年
間
で
大
学
卒
業
に
匹
敵
す
る
高
い
レ
ベ
ル

の
専
門
教
育
を
行
う
学
校
で
す
。
さ
ら
に
二
年
間
の
専
攻
科

で
は
、一
層
高
度
な
専
門
教
育
と
先
端
研
究
に
取
り
組
み
、

大
学
卒
業
と
同
じ
く
学
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
ま
す
。
本
科

に
入
学
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、一
日
も
早
く
専
門
教
育
を
受
け

た
い
と
心
待
ち
に
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
年
生
の
期

間
に
は
、様
々
な
専
門
分
野
の
特
徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
教
員
や
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾

け
、自
分
に
適
し
た
専
門
分
野
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
高

度
な
専
門
科
目
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、幅
広
い
基
礎
科
目

の
深
い
知
識
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
高
専
で
の
日
々
は
、決
し
て
す
べ
て
が
順
調

で
は
な
く
、難
し
い
勉
強
に
苦
労
を
し
、ク
ラ
ブ
活
動
の
厳

し
さ
に
耐
え
、友
人
関
係
に
悩
む
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、そ
の
す
べ
て
が
立
派
な
技
術
者
と
し
て
社
会

で
活
躍
す
る
た
め
の
準
備
で
あ
り
経
験
と
な
り
ま
す
。
分

か
ら
な
い
こ
と
な
ど
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
、担
任
ま
た
は
他

の
教
員
に
遠
慮
な
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
本
校
に
は
、皆

さ
ん
を
支
援
す
る
様
々
な
取
組
が
あ
り
ま
す
の
で
、積
極
的

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、高
専
に
お
け
る
様
々
な

学
び
と
活
動
を
通
じ
て
、自
分
自
身
の
社
会
人
力
の
向
上
に

励
ん
で
く
だ
さ
い
。

苫
小
牧
高
専
の
教
育
理
念
に
は
、「
豊
か
な
人
間
性
お
よ

び
自
主
自
律
の
精
神
を
育
成
し
、技
術
者
に
必
要
な
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
成
長
を
促
し
、社
会
の
発
展
の
た

め
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
。」
と
あ
り
ま
す
。
教
職

員
一
同
、
皆
さ
ん
の
学
び
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

が
、皆
さ
ん
自
身
の
学
び
続
け
る
姿
勢
が
一
番
大
事
で
す
。

皆
さ
ん
が
楽
し
く
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
り
、最
後
に

は
全
員
が
揃
っ
て
卒
業
・
修
了
の
日
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
長　

小
林
幸
徳



新入生の皆さん、ご入学おめ
でとうございます。大きく環境
が変わりまだ慣れないこともあ
るかと思いますが、この１年間は
高専で自分がどの分野を専門に
勉強していくかを決める重要な
１年です。まだ自分に合った分
野を見つけられていない人も多
くいると思います。系選択は学
校生活だけでなく今後の進路も
左右するものなので、自分が将
来なにをやりたいのかを意識し
ながら各系についてよく調べ興
味のある分野を見つけてほしい
です。
長いように思える5年間です
が、経ってみるとあっという間で
す。ぜひ高専でしかできないこ
とを多く経験してほしいと思い
ます。勉強などで大変に思う時
期もあると思いますが、後悔の
無いよう勉強だけでなく部活動
や遊ぶこととも両立したくさん
の思い出を作ってください。高
専祭や体育大会などの学校行
事にも積極的に参加してほしい
です。皆さんのこれからの高専
生活が充実したものになるよう
応援しています。
 5年1組　小澤恵太

新入生の皆さん、ご入学おめで
とうございます。
新しい環境には慣れてきまし

たか？創造工学科として入学され
た皆さんの中には、来年からの系
配属について悩んでいる方も多
いと思います。この一年間、五つ
の系について知る機会が多く設
けられています。自分が後悔す
ることの無いようにじっくり考え
て、自分が本当に学びたい分野を
見つけてください。情報科学・
工学系ではプログラミングを中
心に、ハードウェア、ソフトウェア、
ネットワークなどの幅広い分野を
学ぶことができます。今世の中
を支えているIT技術を学びたい
人はぜひ情報系を選んでほしい
です。
勉強だけではなく、部活動にも

ぜひ積極的に参加してみてくだ
さい。先輩や他クラスとの繫が
りができて交友関係も広がります
し、ただ授業を受けているだけで
は得られない良い経験ができる
はずです。
コロナ禍という先の見えない厳

しい状況ではありますが、皆さん
が五年間楽しく充実した高専生
活を過ごせるよう願っています。
 5年５組　高山初音

新入生の皆さん、ご入学おめ
でとうございます。新しい生活
様式にも慣れてきた頃でしょう
か。皆さんの中には、行く系を
決めて入学した人、まだ決めて
いない人がいるかと思います。
系の選択は今後の4年間だけで
なく、将来の進路を左右するこ
とになりますので、創造工学Ⅰの
系体験や先輩方から話を聞くな
どして、じっくり悩んで系を決め
てほしいと思っています。
応用化学・生物系では材料、

石油化学から食品、医薬品まで
幅広い化学を学ぶことになり
ます。4年生になると機能材料
コースと食品・バイオコースを
選択し、より専門的な知識と技
術を習得します。カリキュラム
には実験が多く組まれているの
で、「実験が大好き！」という方
や、将来的に白衣を着た化学の
研究者を目指したいという方に
はお勧めです。
高専生活の5年間は長いと思

うかもしれませんが、振り返ると
あっという間に過ぎていきます。
今後、皆さんが充実した高専生
活を送れるよう応援しています！
 ５年3組　長岡佑哉

1年生の皆さん、入学おめで
とうございます！都市･環境系5
年の澤井です。
コロナ禍の中で始まった新し
い生活にも皆さんはもう慣れま
したか？
私たちの都市･環境系では主

に橋やコンクリート、道路といっ
た構造物を造る上で必要な知識
や技術を中心に学びます。コン
クリートを作ったり、学校内で測
量をしたり身体を動かす機会が
多いので体力のある人にオスス
メです。
また、毎年団結力の強い人が
多く集まるので、体育大会や高
専祭ではクラス一丸となり、とて
も盛り上がっています。皆で優
勝を目指してスポーツや屋台、
喫茶に取り組むのはとても楽し
いですよ！
就職に関してはJRやNEXCO

といった全国規模の大企業から
の求人のほか、地元の役所など
にも行きやすいなど様々な場所
や企業から選べるのが大きな魅
力です。
都市･環境系はみなさんを

お待ちしています！
 ５年2組　澤井一樹

皆さん、高専生活を楽しんでいますか？入学後2ヶ月近くが経ち、だいぶ
高専生活にも慣れてきたことだと思います。もっともクラスの仲間には
慣れてきても、2時間連続してある授業や内容の難しさに慣れるにはまだ
まだ時間が必要だと思います。しかし今皆さんの勉強していることは将
来にもとても重要になりますのでいろいろ戸惑うことがあっても地道に勉
強していってほしいと思います。
ここでまずそれぞれのクラスの担任教員を紹介します。1組は中野渉

（担当教科：数学IA（1組、5組）、趣味：ジョギング、書道）、2組は金野幸
吉（担当教科：数学IA（2組）、趣味：研究、ドライブ、スキー）、3組は山
下徹（担当教科：物理基礎（3組）、趣味：音楽（教会の賛美のためのバ
ンドでドラム担当）、空手）、4組は坂下俊彦（担当教科：地理（1～5組）、
趣味：温泉巡り）、5組は多賀健（担当教科：体育I・保健（1～5組）、マ
イブーム：娘（8ヶ月）との散歩）です。皆さんが高専で最大限成長でき
るよう全力でサポートしていきたいと思います。一緒に頑張りましょう。
次に高専での「生活と勉強」についてお話します。生活面については

いろいろなことを自分で計画的に進める習慣をつけるようにして下さい。
同じ年齢で比較した場合、高専の生活は高校の生活より自由度が高いと
思います。そのため自由に好き放題をしていると必ず痛い「つけ」を支
払わされます。まず自分で勉強時間、クラブ活動の時間、遊ぶ時間など時
間の管理ができるように努力しましょう。特にスマホを高専に来て初めて
もった学生は（自分が選べば）いつでもゲームやSNSができる環境にあり
「危険」です。セルフコントロールができなければ寝不足、授業中の注
意力散漫など負の影響が強く出ます。高専の勉強は中学に比べて早い
ですし、実験・実習があったり、そのレポートの作成などがあり大変です。
時間を有効に使えるように自己管理能力を磨きましょう。まずは6月初旬
にある達成度試験（1年生の場合はほぼ全科目で前期も後期も達成度
試験（中間試験）があります）、そして9月17～27日にある前期定期試験
（期末試験）を目指して頑張りましょう。試験数週間前から計画を立て
て試験勉強をして下さい。後期は前期の経験・反省を踏まえて努力して
下さい。
さて、高専にもいろいろな行事があります。高専の行事は中学のとき

と違い学生が主体となって進める部分が大きくなります。その分達成感
も得られますし、人間的成長も感じられると思います。コロナ等の影響で
どうなるか分かりませんが、10月23、24日には高専祭、12月16日には冬
期体育大会が予定されています。これらの行事は特にクラス単位で仲間
意識を共有できる良い機会です。皆さんのクラスに仲の良い友達がたく
さんできるように願っています。またクラブ活動においては（クラブによっ
て開催時期が異なりますが）7月10、11日前後に高専大会が開かれます。
ほとんどのクラブがこの大会を年間の最大目標としています。この大会
ではまず道内４高専で予選を行い、勝ち上がったクラブが全国大会に出場
することになります。1年生の皆さんも勉強との両立が可能であればぜ
ひクラブに入って高専での世界を広げてほしいと思います。
高専には少なくとも5年間は在籍することになると思いますが、1年生

のときのクラスだけは系と関係ありません。皆さんが2年生になり各系
に配属された後は5年生まで基本的にクラスのメンバーは変わりません。
そのとき他の系にも友達がいることは必ず皆さんの財産になるはずで
す。ぜひ1年のこのクラスを大事にして下さい。1年間仲良く、そして切
磋琢磨して頑張っていきましょう。

新入生の皆さん、ご入学おめ
でとうございます。
皆さんはこの1年で自分の勉
強したい系を選び、5年間を過ご
していきます。系選択でこの1
年間皆さんはとても迷うことと
思います。ですが、5年も過ご
すことになるのでこの先頑張れ
るか、将来就きたい仕事のこと
など、後悔の無いように選んで
ほしいと思います。電気電子系
では今の世の中のほとんどの物
事にかかわる電気について幅広
く学ぶので多くの業種から必要
とされています。これから先勉
強はもちろん難しくなっていき
ますが、5年という時間を勉強だ
けに使うのはとてももったいな
いです。部活や学校行事はも
ちろん全力で取り組んでほしい
ですが、何より自分がやりたいと
思ったことに正直になり、たくさ
んのことにチャレンジしてほしい
と思います。新しい環境で新し
い友人と出会い、皆さんが楽し
かったといえる時間を過ごせる
よう応援しています。
 ５年４組　森山碧月
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在校生からのメッセージ



今年度より副校長（総務主事）・創造工学科長を務めます平野博人（応
用化学・生物系）です。総務主事としては、点検評価、広報、施設・防災、
国際化の推進及び国際交流、将来計画と多岐にわたる事項について担当
いたします。総務主事補の稲川清教授（情報科学・工学系）、石川愛弓
准教授（総合人文科学系）とともに円滑な業務遂行に努めてまいります。
点検評価に関して、今年度は高等専門学校機関別認証評価を受審し

ます。これは教育の質保証の体制について、自己点検評価書を基に大学
改革支援・学位授与機構から評価を受けるものです。また、コロナ禍に
おける国際化・国際交流の在り方について、新たに設置された国際委員会
の下で検討していくことになります。
本校は、平成28年度に従来の旧５学科から創造工学科１学科５系７

コースに改組され、昨年度に第１期生を世に送り出しました。今後も創造
性・探究心豊かな人材を輩出できるよう、教職
員一同全力で支援してまいります。
保護者、同窓生、地域の皆様におかれまして

は、今後とも本校の教育改革並びに学生の教育
にご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。

 副校長（総務主事）　平野博人

昨年度に引き続き教務主事を拝命いたしました。教務主事補の浅見准教授、有
馬准教授、中村（嘉）准教授のサポートを得ながら、本校の教育環境の充実・改
善に努めて参ります。
今年度の授業について、感染対策を十分に講じた上で可能な限り対面授業を実施

します。一方、遠隔授業を併用して渡日できていない留学生の学びを支援します。また、
気象警報発令時は、臨時休業ではなく遠隔授業日にすることを予定しています。
さて、仕事ができない人は変化を嫌うと言われています。違うことをやって失敗

するリスクが怖いのです。しかし、今は変化しないリスクの方が大きい時代です。
現状維持は後退と同じなのです。学生のみなさんには向上心を持っていろいろな
ことにチャレンジして欲しいと願っています。仮に失敗したとしても、学生時代の
様々な経験は社会で活躍するための糧となります。本校は皆さんの見本となるべ
く、チャレンジ精神をもって進化し続けています。昨年度は遠隔授業をいち早く導
入し、今年度は専攻科を改組しました。また、数理・データサイエンス・AI教育プ
ログラムを制定し、文部科学省が今年度始めた認定制度の初回認定校となること
を目指して準備しているところです。創造工学Ⅰの授
業では、北海道大学の1年生と同一のPythonのプログ
ラミング教育を行う他、AIロボットを用いた機械学習
（AI）体験を導入します。
保護者の皆様には今後とも本校の教育にご理解と

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

 副校長（教務主事）　村本　充

今年度より寮務主事を務めます都市・環境系の中村努です。寮務主
事補の土谷先生（機械系）、大島先生（応用科学・生物系）、佐藤先生（総
合人文科学系）、奥山先生（電気電子系）とともに、寮生活全般の指導
を行ってまいります。4月5日に、新入寮生74名（一年生男子60名、一年
生女子11名、男子留学生3名）を迎え、今年度の学生寮は男子寮266名、
女子寮56名、計322名の寮生でスタートしました。
本校の学生寮は通学困難な学生の就学を支援することを目的とする
一方、集団生活を通して多くの仲間とともに様 な々経験を得ることのでき
る重要な場であると考えております。新入寮生はこれまでに経験したこ
とのない生活に戸惑うことも多いと思いますが、日々の寮生活を通じて
豊かな人間性を身につけられることを心より願っております。しかしなが
ら、昨年度に引き続き世界的なコロナウィルス感染拡大の影響により、本
校学生寮においても様々な対策を取らざるを
得ず、寮生および保護者におかれましても大変
なご不便とご迷惑をおかけしております。普段
の生活に戻れることを信じ、寮生、保護者の皆
様をはじめ関係各位におかれましても、もうし
ばらくの間ご理解とご協力をお願いします。

 副校長（寮務主事）　中村　努

今年度より、学生主事を拝命しました須田孝徳（機械系）です。これ
まで、キャリア教育センターや地域共同研究センターを担当しておりまし
たが、学生主事関連の業務は初めてとなります。ただ、主事補の佐藤森
教授（応用化学・生物系）、近藤崇教授（都市・環境系）、佐々木彩准
教授（総合人文科学系）が一緒になって業務を担当しますので、皆様に
おかれましてはご安心いただければ幸いです。
学生主事ならびに学生主事補は、学生課、保健室、相談室などの学生
の窓口となる部署と連携しながら、学生が快適に学生生活を送っていた
だくためのサポートを行います。なお、今年度の学生相談室長は、昨年
度まで学生主事だった中島広基教授ですので、私にとっても心強いので
すが、学生にとっても心強いのではないでしょうか。
コロナ禍ということもあり、課外活動や学校行事で、相当に窮屈な活動
になることも予想されます。この状況を皆さん
で力を合わせて、そして工夫しながら、楽しい
学校生活になるようにしていきたいと考えてい
ます。学生の皆様ならびに保護者の皆様のた
くさんのご理解とご協力が必要となります。ど
うぞよろしくお願いいたします。

 副校長（学生主事）　須田孝徳

2021年度4月より副校長（研究主事・専攻科長）を務めます応用化学・生物系の岩波俊介です。
2021年度の専攻科ですが、2年生は電子生産システム工学（10名）と環境システム工学（6名）
の2専攻で、平成17年度から続く「日本技術者教育認定機構（JABEE）」の認定プログラムとな
る教育プログラム「環境・生産システム工学」と学融合型教育を受ける最後の修了学生になり
ます。また、1年生は2021年度から本科新カリキュラムに対応しました創造工学専攻の1期生（今
年度より留学生1名を含む31名）となります。専攻科創造工学専攻は機械、都市・環境、応用化
学・生物、情報エレクトロニクス（電気電子と情報科学・工学）の4系に対して起業家精神を持
つ次世代人材の育成を行うフロンティアコースの教育を加えた1専攻4系5コースで、これから2年
間学ぶことになります。専攻科学生は本科4、5年に加えて、これら2年間の教育課程を修了する
ことで、4年生大学卒業と同等の学士の資格を取得することができます。専攻科に在籍するこの
2年間には、一般科目や専門科目などの講義の他に学外研修やマネジメント演習（共同教育）と
いった実務体験を体感することができる演習系科目や、2年かけて研究成果をまとめる特別研究
など、地域連携や創造（ものづくり）を体験しながら、リーダーシップやコミュニケーション能力
を養成するプログラムが用意されています。
コロナウイルスの世界的な蔓延が収まらない状況下ではあり
ますが、副専攻科長の三上剛教授（情報科学・工学系）、松
尾優子准教授（都市・環境系）と共に全教職員の協力のもと
専攻科学生のさらなる学びの充実を念願すると共に、学びの機
会の確保に努める所存です。今後ともご理解・ご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。
副校長（研究主事・専攻科長）　岩波俊介
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各副校長
ご 挨 拶



新 任 教 員 ご 挨 拶

都 市・環境系の助教に着任しました加藤晃と申します。出
身は福岡県太宰府市、その後山口宇部、札幌、さいたまと

転 と々し、北海道での暮らしが忘れられず今年度から苫小牧に
戻ってきました。
私は土木分野の地盤工学を専門とし、これまで産総研ではメ

タンハイドレート研究開発、埼玉大学ではベトナムとの共同研究
によるSATREPSプロジェクトに従事してきました。その中で、深
海底の高圧域地盤とコンクリートやレンガなどの再生路盤材を
扱ってきましたが、両者とも一見関係なさそうで、粒状体もしくは
多孔質体という共通点を持ち、地盤工学の知識が必須です。ま
た、地球上、主に土の上で暮らす私たちにとって、地盤工学の知識
は多方面で、かつ、身近で必要になります。地盤工学を軸として、
専門にかかわらず幅広く学生の皆さんと学んでいけたらと思い
ます。
一方で、私は高校生と大学生ではハンドボー

ル部に所属していました。また、札幌在住
の頃はスノーボードもやっていましたし、実
は編み物も少しできます。課外活動でも
皆さんと関われることを楽しみにしていま
す。
北海道についてまだまだ分からないこと

ばかりですので、いろいろと教えてもらえる
と嬉しいです。よろしくお願いします。

1 月から総合自然科学系の数学・応用数学担当として着任いたしました、柏瀬陽彦（かしわせはるひこ）と申します。こ
こに来る前は、東京都立川市にある国立極地研究所というとこ
ろで働いていました。ご存知の方もいるかもしれませんが、国立
極地研究所は日本の南極観測の中心的な存在で、私自身も2年
ちょっと前に観測隊員として4ヶ月間南極に行ってきました。南
極では大自然を相手に思い通りに行くことの方が少ない中、そ
れでもギリギリまで粘ることで何とか必要な観測を行ってきま
した。（仕事以外の面では、とにかく楽しかった思い出ばかりで
す）。
研究では、「地球温暖化が南極や北極の海氷（流氷）のでき
方&融け方にどのような影響をしているか？」といった疑問を人
工衛星データから明らかにする取り組みをしています。人工衛星
による観測は現在で40年の蓄積があり、昔
の衛星データをいかに上手く活用するかを
考えることが最近の課題です。
これまで研究一筋でいましたので、授業
のやり方などわからないことが沢山ありま
すが、試行錯誤をしながらより良い方法を見
つけて行きたいと考えています。ど
うぞよろしくお願いします。

4 月から国語担当として着任しました。どうぞよろしくお願
い致します。

私は両親共に苫小牧高専生で、北見生まれ札幌育ちの、生粋
の道産子です。大学は東京の日本女子大学に進学し、以来ずっ
と東京に住んでおりましたが、当初はゴミを「投げる」と言って
指導教官を驚かせたり、鼻血を出した友人に「つっぺ」を作るよ
うに言ってぽかんとさせたりしたものです。ご縁があって故郷北
海道の、それも両親の母校に教鞭をとれることを本当にうれしく
思っています。
私の専門分野は、近世(江戸時代)の女性文学です。特に、荒
木田麗女という人について研究していました。日本文学の研究
者にも注目されていない人の作品を調査・研究して、その魅力を
紹介することを目標にしています。折 、々そうした最先端の研究
成果を皆さんにもお話したいと思っています。
皆さんは国語が好きですか。国語というのは、言語能力、いわ
ゆる技術としての国語と、教養として楽しむ国
語、二つあると私は思っています。授業を通
して技術として国語を身に着けてもらうこと
はもちろんですが、国語が楽しい、好きだと
いう気持ちを持ってもらいたいと思っていま
す。これからどうぞよろしくお願いします。

令 和3年度4月より、創造工学科 情報科学・工学系に着任い
たしました、山本椋太と申します。私は、苫小牧高専の情

報工学科（当時）を9年前、専攻科を7年前に卒業して、名古屋

大学大学院情報学研究科に進学しました。高専時代は、ロボッ

トテクノロジー部に所属し、高専ロボコンに参加していました。

そこで、講義だけでは得られないものづくりの楽しさ・難しさを

経験し、その後の専攻科・大学院での研究のモチベーションに

なりました。名古屋大学では、自動車や家電製品などに組み込

まれているコンピュータシステムである「組込みシステム」とい

う分野と、ソフトウェア開発の品質向上・効率化などを目的とす

る「ソフトウェア工学」という分野の研究に従事し、企業と連携

して研究を進めてきました。AIも題材としており、より高速なAI

を作るにはどうすればよいか？という研究にも、5年以上携わって

います。ものづくりの楽しさ・難しさを皆さ

んと共有しながら、学生の皆さんが、優秀な

技術者として、もしくは優秀な研究者とし

て成長していくことをサポートできればと

思っています。これからよろしくお願いい

たします。

総合自然科学系

特命助教

柏瀬陽彦

総合人文科学系

講師

時田紗緒里

情報科学・工学系

特命助教

山本椋太

都市・環境系

助教

加藤　晃
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私は3年1組になったモンゴル人のブーキーです。ここに来る前に東京で
半年間ぐらい日本語を習いました。しかし、まだ日本の文化、生活になれ
ていませんからちょっと緊張しています。苫小牧に着いたのは3月29
日です。北海道は寒いですけど、僕が慣れたモンゴルみたいな大気
ですから嬉しいです。苫小牧に来る前は日本人の中に一人で大丈夫
かと思いました。苫小牧に来た後で私は先生やクラスメイト達と会
い、とても良い人達だという事を理解しました。そして、留学生の
先輩5人とクラスメイト達が色々手伝ってくれますから心配がいら
ず楽しいです。部活に入ると思うけど、今はちょっと生活に慣れ
ていないので決めていないです。でも、バレー部に興味がある
から入りたいと思います。
どうして日本に留学してるかというと、モンゴルに日本人が建
てた橋とか建物がモンゴル人が建てたものより耐久性があ
りました。その質がある物を日本に進学して学び、モンゴ
ルへ戻ってから、その耐久性がある全自動工場を建てた
いと思い留学しました。僕の夢が事実になるように頑張
ります。これからの3年間を楽しみにしています。よろ
しくお願いします。

学 生会は、対面式の準備、学生総会の司会進行、高専
祭の企画運営、体育大会のサポートが主な仕事で

す。今年の対面式は新型コロナウイルスの影響で中止と
なってしまいました。学生総会も通常とは違い学生を体
育館には集めずに代表者のみで行う予定です。このよう
に例年よりも活動の規模が小さくなっていますが後輩に仕
事を引き継いでいくためにも精一杯活動していきます。
しかし、学生会1の仕事ともいえる高専祭の企画運営で

すが昨年実施していないこともありかなり不安な状態で
す。初めて参加する1年生、2年生のためにも総務と協力
し、完璧な準備をしたうえで必ず成功させます。
今年度も昨年度同様に新型コロナウイルスに振り回さ

れる1年になりそうですが学生全員で感染対策をしっか
り行い楽しい高専生活を送りましょう。
 学生会長　5年1組 吉田　空
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学 生 会 の 紹 介

新／留／学／生／紹／介

私はモンゴルから参りましたツェウェーンドルジです。
日本人にとって私をフルネームで呼ぶことは難しいと
思っています。ですからツェークというニックネームで呼
んでください。
苫小牧工業高等専門学校に3月29日に着きました。その
前は東京で日本語の勉強していました。東京に去年の4月
1日に来るはずだったんですが新型コロナウイルスの影響で
去年の9月に日本に着きました。ですから日本にきて7か月
なので私はまだ日本語が堪能ではありません。これから日本
人の友達がたくさんできたら日本語ですぐしゃべられるように
なるとおもいます。
私のこの前通っていた学校は苫小牧高専とよく交流があったの
で私は苫小牧高専に来ました。3年前「Sakura Science」という
プランで苫小牧に十日間ぐらい訪れたこともあります。
趣味はYoutubeなどで理科や冒険の動画を見ることです。そして
試合ではなく、楽しみのためだけにバスケットボールをするのが好き
です。
私は日本人の友達をつくったり、日本の文化を学ぶことがしたいです。
高専では建設についてたくさん勉強して、特に橋の研究をしたいです。
卒業したら進学する、または日本で就職することを目指しています。この
高専で過ごす三年を楽しみにして、頑張ります。よろしくお願いします。

3年1組

3年2組

ムンフジャガルボロル

バムバムツェウェーンドルジ
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百
八
十
名
の
修
了
生
が
い
て
、

広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
科
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、創
造
工
学
科
一
期
生
で
あ

り
、新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
ん
だ
皆
さ
ん
が
、将
来
ど

の
よ
う
な
活
躍
を
す
る
の
か
、教
職
員
は
も
と
よ
り
、諸
先

輩
も
大
変
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、本
校
で
の
学
び
は
ど
う
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
決
し
て
、す
べ
て
が
順
調
で
は
な
く
、難
し
い

勉
強
に
苦
労
を
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
厳
し
さ
に
耐
え
、友

人
関
係
に
悩
ん
だ
日
々
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
特
に

こ
の
一
年
間
は
、遠
隔
授
業
や
分
散
登
校
な
ど
、い
つ
も
と

は
異
な
る
環
境
で
の
学
び
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
、心

待
ち
に
し
て
い
た
各
種
行
事
が
取
り
や
め
と
な
り
、モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
に
大
変
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、す
べ
て
を
乗
り
越
え
た
成
果
の
結
実
と

し
て
、卒
業
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
の
で
す
。
高
専
教
育
の

特
色
で
あ
る
理
論
と
実
践
を
通
じ
て
身
に
付
け
た
知
識
と

経
験
は
、必
ず
や
皆
さ
ん
の
将
来
に
お
い
て
役
立
つ
こ
と

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
高
専
で
の
日
々
は
、皆
さ
ん
の
こ

れ
ま
で
の
人
生
の
お
よ
そ
四
分
の
一
の
時
間
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
何
倍
も
の
長
く
輝
か
し
い
未
来
が
待
っ

て
い
る
皆
さ
ん
で
は
あ
り
ま
す
が
、最
も
多
感
な
十
代
の

後
半
を
過
ご
し
た
本
校
に
お
け
る
経
験
は
、今
後
の
人
生

に
お
け
る
苦
難
を
乗
り
越
え
る
力
と
な
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

期
せ
ず
し
て
リ
モ
ー
ト
勤
務
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
急

速
に
普
及
し
、我
が
国
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の

転
換
を
意
味
す
るD
X

と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
社

会
構
造
の
変
化
は
、人
々
の
生
活
や
精
神
面
に
お
い
て
予

期
せ
ぬ
問
題
を
引
き
起
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
技
術
者
は
、単
に
高
機
能
・
高
性
能
な
製
品
を
生
み

出
す
だ
け
で
は
な
く
、社
会
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
も

注
意
深
く
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
自
身
が
物
事
を
深
く
考
え
抜
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
学
び
の
場
は
学
校
に
お
け
る
授
業
の
み
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
々
進
歩
す
る
技
術
や
変
化
す
る
社
会
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、あ
ら
ゆ
る
場
を
通
じ
て
学
び
続
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
加
え
て
、周
り
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、自
分

自
身
の
意
見
を
明
確
に
伝
え
る
と
と
も
に
、周
囲
と
の
協

調
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
校
の
教
育
理
念
に
は
、「
豊
か
な
人
間
性
お
よ
び
自

主
自
律
の
精
神
を
育
成
し
、技
術
者
に
必
要
な
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
成
長
を
促
し
、社
会
の
発
展
の

た
め
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
。」
と
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
理
念
を
胸
に
、自
ら
進
ん
で
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
将
来
何
か
難
し
い
課
題

に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
、恩
師
で
あ
る
先
生
た
ち
は
必
ず

や
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
高
専
の
門
戸
は
卒
業
生
・
修
了
生
に
も
開
か
れ

て
い
ま
す
の
で
、気
兼
ね
な
く
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。
私
た

ち
、教
職
員
一
同
、社
会
で
活
躍
し
て
い
る
皆
さ
ん
と
再
会

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
未
来
社
会
を
築
く
の
は
皆
さ
ん
た
ち
の
世

代
で
す
。
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
成
長
を
心
か
ら
願
っ
て

お
り
ま
す
。

令
和
三
年
三
月
十
九
日

苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
長　

小
林
幸
徳
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卒
業
生
・
修
了
生
へ
贈
る
言
葉



感謝の高専生活
創造工学科1期生として入学し、早5年が経ちました。2年次から機械系で4年次

にはフロンティアコースに進みました。自分の中で色々な経験をしたい、広い知識
を持ちたいという思いが、年々強くなりEIT研修やインターンシップ、大学編入、ビジ
ネスコンテスト、学会発表など様々なことに挑戦しました。上手くいったこと、失敗
したこと沢山ありましたが、これらは全て自分にとって貴重な経験になりました。
高専生活は楽しいことばかりではなく、辛く大変なことも

多くありました。そのような時には、友人や先輩、先生に支
えてもらい乗り越えられました。5年生では、就職・進学、研
究といった辛く大変なことが待ち構えていますが、在校生に
は人との繋がりを大切にして充実した学校生活を送ってほし
いと思います。
最後に、進路・研究等で相談させてもらった機械系の先

生方やフロンティアコースの先生方、楽しい学校生活を共に
送った友人、自由な学校生活を送らせてもらった家族に心か
ら感謝を申し上げます。
本当にありがとうございました。

5年間を振り返って
小学6年生の時に「高専で化学をやる！」と両親に宣言しました。化学実験がし

たい、その思いだけで入学した高専。もちろん現実は甘くはなく、楽しいことばか
りではありませんでしたが、今振り返ると毎日が充実した、あっという間の5年間
だったと感じています。
最後の1年間は新型感染症の影響により大変な思いをされた方も多かったと思
います。私も卒業研究が思ったように進められず、通常登校に戻ってからは遅れを
取り戻すために必死に研究に取り組みました。しかし、な
かなか良い結果は得られず、今まで楽しかったはずの実
験が嫌いになってしまいそうでとても苦しかったです。そ
んな時に相談に乗ってくださった先生方や友人たちには
何度も救われました。何度も挫けそうになりながらも最
後まで走り切った5年間はこれからの私の力になると信じ
ています。支えてくださった全ての方に感謝しています。
ありがとうございました。

ポジティブ思考で行こう
高専での5年間は今思い返すとあっという間でした。特に、例年とは異なる生

活様式の中で過ごしたこの1年間は、あまりに早く過ぎ去る時間に焦りを感じるこ
ともありましたが、自分なりに締めくくることができたと感じています。
私が後輩の皆さんに伝えたいのは、自分ばかりうまくいかないという考えは捨

てるべき、ということです。私自身、ネガティブな思考だからこそ言えるのですが、
失敗を引きずる時間は物事を前に進められずもったいないです。
あっという間、と書いておきながら、実際には5年という歳月は非
常に長いです。例えば、10日で1割の金利で1万円を借りたと
すると返済額は5年で3757億円に膨れ上がります。思ってい
るより日々の積み重ねは大きいのです。少しずつでも、毎日何
かしら成長につながる行動を続けていれば、その経験は後々大き
な武器になると思います。
最後に、今まで何度も支えてくれた友人たち、ご指導ご

鞭撻いただきました先生方、そして家族に感謝申し上げま
す。ありがとうございました。

高専生活を振り返って
私は苫小牧高専の4年次に編入という形で入学したため、専攻科卒業まで計4

年間の高専生活を送ってきました。高専は理数科目や専門科目の授業が非常に
進んでおり、編入学当初は「授業についていけるかどうか」という不安の気持ち
でいっぱいでした。また、振り返ると、これまでに私のような編入生を受け入れた
ことない先生方にも、心配をかけてしまったように思います。しかし、高専のクラ
スの仲間や先生方、環境に恵まれたため、無事本科、専攻科共に卒
業することができました。授業や実験、研究などで指導して頂
いた先生方、共に切磋琢磨した仲間達に心から感謝申し上げ
ます。ありがとうございました。
高専は良い意味で井の中の蛙となれる環境です。この言

葉の意味がわからない在校生の方は、様々なインターンやコ
ンペなどに参加してみてください。高専生の皆さんが持つ可
能性を実感できると思います。残りの高専生活を是非、
楽しんでください。

贈る言葉
在学生の皆さん、無事進級おめでとうございます。留年した方はまた一年頑張ってく

ださい。
私は皆さんに興味を持って欲しいと思います。プログラミングや化学、ゲームに読書

などどんなものでも構いません。興味は嫌なことから自分を救う手段であり、自身の選
択肢も大きく広げます。高専というフィールドは自由で、主に工学に専門的です。どう
しても自身の専門に視野は狭まりがちですが、多くの面白さで世界はあふれています。
恐れず、大胆に挑戦していきましょう。膨大な時間を持つ学生だから
こそできるようなことをたくさん経験し、様々な側面を持つ人間に
なってほしいと私は思います。
インターネットによって世界は拡大し、多様化の一途を辿るで

しょう。物事を多面的な角度から観察でき、かつ自分だけの視点
をもつ人材はますます貴重なものになります。高専を最大限活用
し、自分だけのセカイを掲げ、世界という大空に旅立ってください。
興味さえあればどんな人間にだってなることができます。空想
上の大人という存在は
自由自在なのです。

一番大きな学び
私は入学当初から卒業直前まで高専でうまくやっていけるか不安でした。しか

し、今思えば全てなんとかなりました。これは自分の力ではなく、友人の力のおか
げだと考えています。
昔は他人に頼らず自分の力のみでやっていくべきであると考えていました。し

かし、学年が上がり、勉強・実習・実験が難しくなると一人の力だけではどうにも
ならない事態に何度も直面しました。そのたびに、私は友人に助けてもらいまし
た。もちろん、頼りきりのままではなく、友人が助けを求めていた
ときにはそれに応じてきたつもりです。
この経験から互いに助け合うことの素晴らしさを知り、過去
の考えを改めました。これがこの5年間で得た一番大きな学び
です。在校生の皆さんもぜひ友人と協力し合ってさまざまな困
難を乗り越えてください。
最後になりますが、ご指導いただきました先生方、ともに

学生生活を過ごした友人たち、家族や様々な面で支えてく
ださりました方々に心より感謝
申し上げます。

贈る言葉
5年の月日は長いようで短いと高専での日々を振り返りながら感じました。
昨年はコロナの影響で前期はオンライン授業となり、登校して授業を受けられ

ることや友達と会えることなど今まで当たり前だと思っていたことが当たり前で
は無かったことに気付かされました。５年間という時間をどのように使うかで今後
の人生が決まると思います。私にとって高専で過ごした日々はどこを切り取って
も良い思い出で、自分が今まで行ってきた選択に後悔
は無いと自信を持って言えます。皆さんにも後悔の無
いような高専生活を過ごしてほしいです。
課題やレポート等やらなければいけないことも沢山

ありましたが、周りの人たちに恵まれていてとても幸
せな高専生活でした。ご指導いただいた先生方、いつ
も助けてくれた友達、関わってくれた全ての方々のお
かげで無事卒業することができました。今まで有難う
ございました。また、皆さんのこれからの高専生活が
実りあるものになることを
願っています。

あっという間、と書いておきながら、実際には5年という歳月は非
常に長いです。例えば、10日で1割の金利で1万円を借りたと
すると返済額は5年で3757億円に膨れ上がります。思ってい
るより日々の積み重ねは大きいのです。少しずつでも、毎日何
かしら成長につながる行動を続けていれば、その経験は後々大き

業することができました。授業や実験、研究などで指導して頂
いた先生方、共に切磋琢磨した仲間達に心から感謝申し上げ

高専は良い意味で井の中の蛙となれる環境です。この言
葉の意味がわからない在校生の方は、様々なインターンやコ
ンペなどに参加してみてください。高専生の皆さんが持つ可

恐れず、大胆に挑戦していきましょう。膨大な時間を持つ学生だから
こそできるようなことをたくさん経験し、様々な側面を持つ人間に

インターネットによって世界は拡大し、多様化の一途を辿るで
しょう。物事を多面的な角度から観察でき、かつ自分だけの視点
をもつ人材はますます貴重なものになります。高専を最大限活用
し、自分だけのセカイを掲げ、世界という大空に旅立ってください。

た。もちろん、頼りきりのままではなく、友人が助けを求めていた

この経験から互いに助け合うことの素晴らしさを知り、過去
の考えを改めました。これがこの5年間で得た一番大きな学び
です。在校生の皆さんもぜひ友人と協力し合ってさまざまな困
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機械系卒業生 阿部有馬

応用化学・生物系卒業生 岩 崎  凜

電気電子系卒業生 両角　燎

電子・生産システム工学専攻卒業生 沖　駿吾

環境システム工学専攻卒業生 佐々木遥人 都市・環境系卒業生 佐藤磨弥

情報科学・工学系卒業生 小山明日菜

卒業生・修了生
からの言葉



卒／業／生／父／母／か／ら／の／言／葉
高専卒業にあたり

創造工学科都市・環境系卒業生／杉村豪太
《父》杉村直樹

皆さん卒業おめでとうございます。ご就職・ご進学される
方共に、今後失敗に直面する事があるかもしれませんが、失
敗を糧に学び人間を成長させますので、チャレンジ精神を持っ
て前を向き進んでください。また、これから新生活を迎えるに
当たり、人間関係を形成する第一歩である「あいさつ」は大
切です。あいさつの一文字には意味があり、「愛をこめて」
「いつでも」「さきに」「つづける」ということですので、
実践される事をお勧めします。
そして、息子へ。
5年間の学校生活色々あったね！勉強・部活動共に先生・仲

間に恵まれましたね！3年次の海外短期留学が人生の転機で
したね！4年次の英語プレコン頑張ったね（先生に感謝）！5
年次のフロンティアコース取組みの一環「QRコードで苫小牧
を知ろうプロジェクト」が各関係者の皆さんの協力で実現して
良かったね！今後も周りの方々への感謝の気持ちを忘れず、人
間的な成長が見られる事を期待しています。最後に高専にし
て良かったね！

思い出と共に
創造工学科機械系卒業生／阿部有馬

《母》阿部真由美

卒業生の皆様、ご卒業おめでとうございます。
2015年7月オープンキャンパスに参加、当時5年生の機械科

の先輩のアドバイスで創造工学科1期生として入学、2年次か
ら機械系で学ぶ事となりました。
専門的な授業、レポート提出、卒業研究など、苦戦を強い

られたようですが、仲間と切磋琢磨しながら乗り越えてきたよ
うですね。
フロンティアコースではビジネスアイデアコンテストに参加
し成果をあげることが出来ました。杉村君とチームで取り組
めたことが大きかったと思います。
高専の5年間で経験した様々なこと、友人と会えたことは一
生の宝物です。
あなたの学生生活は、まだ続きます。驕ることなく感謝の
気持ちを忘れずに、自己実現のために一歩一歩、あゆみ続け
てください。そして、この時期を謳歌してください。
最後になりましたが、ご指導いただきました先生方、学校
職員の方々、息子と共に学び過ごして下さった皆様にお礼申
し上げます。ありがとうございました。
みなさんの新生活が実り多きものでありますように。
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退 職 教 員 か ら
の ご 挨 拶

特別功労賞
都市・環境系 相 藤 優 輝

都市・環境系 奥 河 優 斗

都市・環境系 佐 藤 七 海

都市・環境系 濱 野 谷 拓 望

電気電子系 髙 橋 友 喜

日本機械学会畠山賞
機械系 阿 部 有 馬

全国高専土木工学会近藤賞
都市・環境系 佐 藤 磨 弥

日本化学会北海道支部賞
応用化学・生物系 塚 本 英 樹

電気学会北海道支部長賞
電気電子系 安 沢 友 花

情報処理学会北海道支部工業高等専門学校奨励賞
情報科学・工学系 築 山 大 地

精密工学会北海道支部学生奨励賞
電子・生産システム工学専攻 岡 崎 凌 大

特別功労賞・学会賞受賞者一覧
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退職にあたって

退職するにあたり、僭越ではございますが、一言述べさせていただきます。

初めに、長年にわたり本校教職員の皆様から賜りましたご厚情に感謝いたします。自分だけでは

解決できない多くの問題を抱えることもありました。その折 に々諸先輩をはじめとする教職員の皆様から

の多くのご助言やご協力を思い起こしております。

次に、本校に在籍した学生諸君に感謝いたします。長い教員生活が順風満帆ではありませんでした。

病気のために満足な仕事もできない状況もありました。そのような状況下でも、卒業研究や講義におい

て、学生諸君の協力、温情および熱心さに勇気を与えられ、支えられて定年を迎えることができました。

本校を去りますが、多くの思い出を糧に、未来に夢とチャレンジ精神をもって邁進いたします。皆様の

ご多幸をお祈り致します。

退職にあたって

19 79（昭和54）年に苫小牧高専機械工学科文部教官助手に採用され、この3月に任期満了により42

年間の教員生活が幕を閉じることとなりました。 

この間、教職員の皆さんのお力添えのおかげで、学生の成長を促すべく、一所懸命取り組んできました。例

えば、安易に教えることなく、学生の気付きを呼び起こすことで、真の理解と次のステージへと押し上げること

を旨としてきました。手取り足取り育ってきた最近の学生諸君には「直ぐに応えてくれない」と不評をかって

いた面があったようです。成長を見届けるのは楽しいことでしたが、曲解して避けられたときは辛く感じたこと

もありました。指示通りのルーチンワークを器用にこなすことができるだけでなく、一人一人が主体的に業務

に取り組むことができる能力を備えることが、今後ますます重要になってきます。自分を追い込んで成長して

いってほしいと思います。 

最後に、共に悩み苦しみ成長してきた学生、卒業生の皆さん、お世話になりました保護者の皆様、教職員
の皆様に心からお礼申し上げます。 
また、バスケットボール部の皆さん。楽しかったです。全国優勝を期待しています。工夫次第なので、
頑張ってください。

創造工学科
情報科学・工学系

特任教授

吉 村　 斎

創造工学科
機械系
特任准教授

野 口　 勉



公立千歳科学技術大学と包括連携協定を締結しました
4月26日㈪、公立千歳科学技術大学（千歳市）にて、道内4高専と公立千歳科学技術大学間で、「函館工業高等専門学校、苫小牧工業

高等専門学校、釧路工業高等専門学校、旭川工業高等専門学校と公立千歳科学技術大学との教育・研究等に関する包括連携協定書」を
締結しました。
本協定は、①教育活動の推進、②共同研究の実施、③教育・研究の施設・設備の利用、④学生・教職員の交流を主とした包括連携協定

です。
本協定は相互の知見の理解と教育・研究に関して、連携活動に必要な情報の共有に努め、相互に連絡協力し、発展に資することを主な

目的としております。
本協定に基づき、幅広い分野での協力体制が整備されたことで、相互に協力し合い、様々な連携活動が活性化されるなど、今後益々の

発展に繋がることが期待されます。

令和3年度第1学年オリエンテーションを実施しました
4月15日㈭に、本校第二体育館において第1学年オリエンテーションを実施しました。
第1学年オリエンテーションは例年一泊二日の日程で行われていましたが、新型コロナウイルス感染症の流行を鑑み、今年度は半日の

日程に短縮して行いました。実施にあたっては、学生間の距離を確保する、プログラムの合間に換気時間を設ける等の対策を行ってい
ます。
初めに、小林校長、須田学生主事による開会あいさつの後、専門系教員による各専門系の紹介が行われました。各専門系で学ぶ事柄や

卒業後の進路の解説、ユーモアを交えた教員の紹介等、学生にとって次年度の配属先を検討する一助になったものと思われます。
続いて、北海道警察サイバーセキュリティ対策本部より講師をお招きし、SNS等に関する講演会を実施しました。学生にとって身近な

SNSを題材に、日常に潜むリスク等をわかりやすく講演していただきました。ネットを介して行われた詐欺の実際の音声や、パソコンの
遠隔操作を用いた犯罪の手口についての、実演を交えた解説には、学生も興味深げに耳を傾けていました。
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T O P I C S



11高専通信 Vol.156

苫小牧高専サテライト「C-base」を拠点にした
各企業・機関との連携をさらに活発化していきます！
 地域共同研究センター長　當摩栄路
2021年度より、地域共同研究センター長を拝命しました當摩です。何かと不慣れなところが多々あるかと思いますが、今後ともどうぞよろしく

お願いします。
ご承知の通り、昨年度からのコロナ禍の影響で計画していた地域連携活動における様 な々イベント等が中止せざるを得ない状況となり、本
年度におきましても感染収束の目途が未だ立っておらず予断を許さない状況となっております。しかしながら、今年度におきましても、本校の従
来からの活動である出前授業、公開講座、実験教室「科学のとびら」等につきましては、実施する予定で準備を進めています。
2018年10月から、中心市街地にある苫小牧市経済センタービル内に苫小牧高専サテライト「C-base」を開設し、技術経営相談窓口の運

用開始から約2年が経ちました。苫小牧市や苫小牧商工会議所および中小企業支援機関（道央産業振興財団や金融機関など）等の専
門家とチームを組み、企業等の課題解決をお手伝いしております。
これにより、地域の様 な々課題解決や起業スタートアップ支援、地域の機関と本校との共同研究や共同教育の拠点として強化されることが
期待され、さらなる地域の発展に貢献したいと考えております。（下図を参照ください）
「C-base」が果たすべき役割は、「C」に込められております。具体的には3つの英単語のイニシャルからとりましたのでその由来を以下に
示します。なお、令和3年3月より「C-base」窓口を苫小牧商工会議所2Fの右側にある大部屋に移転し、従前よりオープンな雰囲気で、気軽
に立ち寄りやすい環境となっており、「C」の機能強化に繋がることが期待されます。

1．Collaboration：支援機関は「協働」しチームになって活動します
○企業同士や高専・大学等との共同研究および共同事業を「協働」して促進します
※ ここで協働は「同じ目的のために、力をあわせて働くこと」とします。つまり、気持ちや想いを入れて働く、というように捉え、有機的な
活動とします。

2．Catalyst：「触媒」として機能します
○協働した支援機関のチームは企業等の事業を応援し、その成長速度を促進します

3．Come：新しい事業をやりたい人たちが来ていただける「たまり場」を目指します
○これから起業したい人や様 な々課題がある人などが来ていただけるようにします
○支援機関は苫小牧近郊だけではなくいろんな機関に来ていただけるようにします

また、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）のSCORE大学推進型（拠点都市起業環境整備）事業の採択を受けて、2021年
度から共同機関である本校では「C-base」を活動拠点として参画していきます。この事業は、北海道大学を主幹機関とし、小樽商科大学、
ノーステック財団、北海道立総合研究機構、中小機構北海道本部からなる中核組織と広大な北海道内に離散的に立地する大学・高専をネッ
トワーク化し、北海道における起業家人財の育成を推進する事業です。本事業の一環として、6月にはスタートアップインキュベーション施設と
しても活用できるよう、新たにオープンスペースを設ける予定となっております。
しかしながら、外部機関との連携促進や地域の皆様のために効果を引き出すためには、学外、学内の多くの皆様のさらなるご理解とご協力
が必要となります。皆様におかれましては、これまで以上に「協働」していただけますよう、どうぞよろしくお願いいたします。

※“とまなか”とは、苫小牧市を中心とした近隣市町村のこと



学生課からのお知らせ
本校の学生課は、担当する業務によって4つの係に分かれています。学生生活に直接関係のある各係の主な業務は次のように
なっていますので、問い合わせや連絡は各係の直通電話をご利用ください。
なお、学生課には、保護者等の皆様などから、電話での問い合わせや連絡などが多数寄せられます。こうした電話に対して、「担

当係（担当者）に代わります。」などと、電話を回すことで、ご不便をおかけすることもありますが、担当係（担当者）ごとに専門の
業務を分担しておりますことをご理解願います。また、学生の呼び出しや伝言等の取り次ぎについては、緊急を要するもの以外は
行っておりませんので、ご承知おきください。

教務係 ［直通電話］ 0144-67-8001
・授業、試験に関すること
・休学、復学、退学及び進級、卒業に関すること
・在学証明書、成績証明書、卒業証明書などの学生の諸証明に関すること
・学生証の申請に関すること
・担任に連絡がつかなかった場合の欠席等の連絡

寮務係 ［直通電話］ 0144-67-8002
［学生寮教員当直室］ 0144-67-8024
（夜間緊急用17:00～8:30）

・学生の入寮及び退寮に関すること
・寮費の徴収など諸経費に関すること
・緊急の場合の外泊の連絡

学生係 ［直通電話］ 0144-67-8032
・奨学金（日本学生支援機構等）に関すること
・入学料、授業料の免除等に関すること
・学生の保健管理（カウンセリングの申込等）に関すること
・学生の課外活動、行事等に関すること
・学生旅客運賃割引証及び通学証明に関すること
・就職、進学（大学への編入学試験等）に関すること

図書係 ［直通電話］ 0144-67-8907
・図書の閲覧、貸出しに関すること
・学術文献の収集及び提供に関すること
・その他学術情報センターに関すること
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地域共同研究センターの活動
〈公開講座〉

主に小中学生を対象に、講座を通して「ものづくり」の楽しさを知って
もらうのが狙いです。実際にパソコンを使ってプログラミングしてみ
たり、実験装置を使って化学実験をしたりなど、高専での授業が体験出
来る講座です。理科をはじめとした学問への興味や科学技術に関心
を持ってもらおうと、趣向を凝らした様々な講座が展開されています。

〈出前授業〉
地域貢献の一環として、苫小牧市近郊の小・中学校や各種団体等に対
し、地域の生涯学習環境の充実に貢献することを目的として出前授業
を実施しています。ドローンの操作体験や入浴剤作り等様々な授業を
展開しています。

〈科学のとびら─苫小牧高専実験教室─〉
イオンモール苫小牧にて行われる大好評のイベントです。テーマごと
にブースを設け、スライムを作ってみたり、レーザー加工機を使ってネー
ムプレートを作ってみたりなど、様々な実験を実際に体験できる小・中
学生向けの科学教室です。

苫小牧高専サテライト「C-base」
C-baseは、企業等からの技術経営相談窓口として運用されており、本
校と地域企業の研究・教育連携を推進し、技術相談やオープンイノベー
ションの橋渡し等を促進しています。このC-baseで地元企業等が抱
える課題を発掘し、学生の皆さんの力を借りて課題解決を目指してい
ます。

他にもたくさんのイベントを開催しています！



2020年度本科卒業生及び専攻科修了者の進路状況について
2020年度卒業者進路状況

系 機械系 都市・環境系 応用化学・生物系 電気電子系 情報科学・工学系 合計
求人会社数 725 544 515 744 632 3,160

卒業者数
男 36 35 23 27 27 148
女 7 8 14 3 6 38

進学者数
男 15 15 11 9 13 63
女 1 1 8 1 1 12

企業等
男 21 17 12 18 11 79
女 5 4 5 2 5 21

公務員
男 0 3 0 0 0 3
女 1 2 1 0 0 4

進学先

北海道大学　工学部
室蘭工業大学
北見工業大学
千葉大学　工学部
長岡技術科学大学
豊橋技術科学大学⑵
酪農学園大学
工学院大学　情報学部
関西大学　法学部
苫小牧高専専攻科⑸
日本航空専門学校

室蘭工業大学⑸
北見工業大学⑵
弘前大学　理工学部
長岡技術科学大学
岐阜大学　工学部⑵
豊橋技術科学大学
琉球大学　工学部
北海学園大学　文学部
北海道科学大学　工学部
苫小牧高専専攻科

北海道大学　工学部
北海道大学　理学部
室蘭工業大学⑵
帯広畜産大学
長岡技術科学大学
東京工業大学⑵
豊橋技術科学大学
苫小牧高専専攻科⑻
北海道情報専門学校
東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校

長岡技術科学大学⑵
千歳科学技術大学
北海学園大学　経営学部
苫小牧高専専攻科⑹

北海道大学　工学部
室蘭工業大学
筑波大学　情報学群
千葉大学　工学部
苫小牧高専専攻科⑽

就職先

ENEOS㈱
SUBARUテクノ㈱
出光エンジニアリング㈱
王子製紙㈱ 苫小牧工場
オリジナル設計㈱
北ガスジェネックス㈱
キヤノンメディカルシステムズ㈱
キリンエンジニアリング㈱
キリンビール㈱北海道千歳工場
ダイキン工業㈱
東海旅客鉄道㈱
東芝エレベータ㈱
パナソニック㈱オートモーティブ社
フジテック㈱
北海道電力㈱
三菱電機ビルテクノサービス㈱
㈱ＮＴＴファシリティーズ北海道
㈱SUBARU
㈱ダイナックス
㈱タマディック
㈱奈良機械製作所
㈱日産オートモーティブテクノロジー
㈱日立ビルシステム
㈱牧野フライス製作所
東京電力ホールディングス㈱
苫小牧市

（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構
ＮＴＴインフラネット㈱
伊藤組土建㈱
岩田地崎建設㈱⑵
北日本港湾コンサルタント㈱
東亜建設工業㈱
ドーピー建設工業㈱
西江建設㈱
日特建設㈱
長谷川体育施設㈱
東日本旅客鉄道㈱
北海道電力㈱
㈱エコテック
㈱鴻池組
㈱菅原組
㈱田中組
㈱中山組
㈱メイセイ・エンジニアリング
㈱山田組
苫小牧ガス㈱
苫小牧市
北海道⑵
北海道開発局⑵

（一財）材料科学技術振興財団
（一社）日本血液製剤機構
DIC㈱
旭化成㈱
出光興産㈱
大阪シーリング印刷㈱
花王㈱
関東化学㈱
キリンビール㈱滋賀工場
サントリービール㈱武蔵野
工場
星光PMC㈱
セッツカートン㈱
東邦化学工業㈱
日本ゼオン㈱川崎工場
ハーバー㈱
森永乳業㈱　佐呂間工場
㈱カネカ
北海道

J-POWERジェネレーションサービス㈱
SUBARUテクノ㈱
アズビル㈱
キヤノンマーケティングジャパン㈱
パナソニック㈱アプライアンス社
旭化成㈱
㈱DieKraft
㈱ＮＨＫテクノロジーズ 
㈱ＮＴＴファシリティーズ北海道
㈱マイスターエンジニアリング
㈱日立ハイテクフィールディング
三菱電機ビルテクノサービス㈱
雪印メグミルク㈱
第一工業製薬㈱
中部電力㈱
日本オーチス・エレベータ㈱
富士電機㈱
北海電気工事㈱
北海道ガス㈱
北海道電力㈱

ＣＴＣテクノロジー㈱
テックファーム㈱
㈱JALエンジニアリング
㈱ＮＴＴデータフロンティア
㈱アイスタイル
㈱アライト
㈱ウィルゲート
㈱エー・エル・ピー
㈱エム・ソフト
㈱シーズラボ
㈱ソルクシーズ
㈱メンバーズ
㈱北海道ジェイ・アール・システム開発
雪印メグミルク㈱
北海道ガス㈱
北海道大学（技術職員）

2020年度修了者進路状況
専攻 電子生産システム工学専攻 環境システム工学専攻 合計

求人会社数 706 597 1,303

修了者数
男 12 10 22
女 0 3 3

進学者数
男 6 5 11
女 － 1 1

企業等
男 6 5 11
女 － 2 2

公務員
男 0 0 0
女 － 0 0

進学先
北海道大学大学院⑶
室蘭工業大学大学院⑵
横浜国立大学大学院

北海道大学大学院⑸
東京工業大学大学院

就職先

フジテック㈱
リオン㈱
㈱ヴィッツ
㈱ビーネックスソリューションズ
㈱日立パワーソリューションズ
㈱富士通エフサス

出光興産㈱営業研究所
花王㈱
第一三共ケミカルファーマ㈱
東洋エンジニアリング㈱
明治コンサルタント㈱
㈱横河ブリッジ
北開工営㈱
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2020年度の進路状況の特徴としては、本科生対象の求人会社数が9年連
続で順調に増加（最近6年をみると2020年度は3,160社、2019年度は2,926
社、2018年度は2,884社、2017年度は2,668社、2016年度は2,418社、2015
年度は2,256社）し、また専攻科生の求人会社数も例年に増して高水準を維持
（2020年度は1,303社、2019年度は1,083社、2018年度は968社）している
ことにあります。これは本校の卒業生の活躍が企業や大学に高く評価された
結果と考えております。また、本科生186名（内38名が女子）の卒業者の進路
は、41名が道内就職、66名が道外就職、75名が進学する結果となりました。全
就職者数に対する道内就職率の推移は2015年度44％、2016年度41％、2017
年度40％、2018年度24％、2019年度38％、2020年度38％となっています。
しかしながら新型コロナウイルスの影響が本校の求人数にも表れてきていま
す。まだ正確な集計は行っていませんが前年比15%程度減少している感じで
す。今後の日本経済の動向に注意が必要です。
本校の学生は、コロナ禍、少子高齢化、人口減少、産業構造の変化、環境問題
等の困難な時代を地域社会や企業のなかでリーダーとして生きていかなけれ
ばなりません。大手上場企業でも突然の工場閉鎖や希望退職募集などは珍し
くなくなりました。このような中で、仕事に対する自己イメージを持たせるよう
な教育は重要であり、いくつになっても常に自分自身のキャリア・デザインが
できるような素地をこの高専の在学中に作ることが必要と考えております。こ
のようなことを踏まえ、本校では、キャリア講話や創造工学、ホームルームの時
間を通して、コミュニケーション力、協調性、多様な価値観への理解、将来の先
見性、自分自身の理解など、社会で必要な力を持ってもらえるように、「組織的」
「系統的」なキャリア教育の一層の推進に取り組んでまいります。
2021年度も引き続き苫小牧高専卒業生により運営される同窓会「樽前会」
及び苫小牧高専を支援して下さる地元産業界を中心とした企業の集まりである
「協力会」と強く連携してキャリア教育に力を入れていきます。どんな困難な
状況の中でも苫小牧高専の卒業生が引き続き社会で必要とされる人材として
社会に羽ばたいていけるよう、樽前会そして協力会の力を借りて我々もより一
層の努力をする覚悟であります。 キャリア教育センター長　見藤　歩



○令和2年9月18日
教育職員
【雇用期間の更新（令和2年9月18日～令和3年5月31日まで）】
創造工学科准教授（総合人文科学系担当） 平 野 摂 子

○令和3年2月26日付
事務職員・技術職員
【雇用期間の満了】
事務補佐員（菊田研究室） 江田沙耶子
技術補佐員（菊田研究室） 野 中 響 己

○令和3年3月1日付
事務職員・技術職員
【採用】
事務補佐員（菊田研究室） 江田沙耶子
技術補佐員（村本研究室） 尾 田 龍 司
技術補佐員（村本研究室） 藤 井 友 祐

○令和3年3月18日付
事務職員・技術職員
【雇用期間の満了】
研究支援員（松尾研究室） 土 居 真 澄

○令和3年3月31日付
教育職員
【定年退職】
創造工学科教授（情報科学・工学系担当） 三 河 佳 紀
創造工学科教授（総合人文科学系担当） 蓼 沼 正 美
創造工学科教授（総合自然科学系担当） 中 野 　 渉
創造工学科准教授（総合人文科学系担当） 堀 登 代 彦

【辞職】
創造工学科准教授（総合人文科学系） 片山ふゆき

【雇用期間の満了】
創造工学科特任教授（情報科学・工学系担当） 吉 村 　 斎
創造工学科特任准教授（機械系担当） 野 口 　 勉

事務職員・技術職員
【定年退職】
学生課学生係看護師 漆 原 弘 美

【辞職】
総務課長（併）総務課課長補佐（財務担当） 松 橋 和 哉

（北海道大学工学系事務部総務課長）
総務課課長補佐（総務担当） 佐 藤 忠 淳

（北海道教育大学教育支援部学生支援課副課長）

【雇用期間の満了】
総務課財務係事務補佐員 清水真記子
学生課教務係事務補佐員 川 崎 玲 奈
学生課学生係非常勤看護師 大 森 明 美
学生課キャリア教育支援センター事務補佐員 西入千登勢
学生課寮務係事務補佐員（寮母） 林 　 直 美
技術補佐員（村本研究室） 尾 田 龍 司
技術補佐員（村本研究室） 藤 井 友 祐

【併任の解除】
総務課長補佐（財務担当） 松 橋 和 哉

○令和3年4月1日付
教育職員
【採用】
創造工学科講師（総合人文科学系担当） 時田紗緒里
創造工学科助教（都市・環境系担当） 加 藤 　 晃
創造工学科特命助教（情報科学・工学系担当） 山 本 椋 太

【昇任】
創造工学科教授（応用化学・生物系担当） 佐 藤 　 森

【配置換】
機構本部事務局付（タイ高専）准教授 土 居 茂 雄

（創造工学科（情報科学・工学系担当））

【出向】
長岡技術科学大学技学研究院情報・経営システム工学専攻准教授 大 橋 智 志

（創造工学科准教授（情報科学・工学系担当））

【再雇用】
創造工学科特任教授（情報科学・工学系担当） 三 河 佳 紀
創造工学科特任教授（総合自然科学系担当） 中 野 　 渉
創造工学科特任准教授（総合人文科学系担当） 堀 登 代 彦
創造工学科嘱託教授（総合人文科学系担当） 蓼 沼 正 美

【再雇用更新】
創造工学科特任教授（都市・環境系担当） 栗 山 昌 樹
創造工学科特任教授（電気・電子系担当） 上 田 茂 太

事務職員・技術職員
【採用】
総務課長 佐 藤 規 久

（北海道大学病院事務部管理課課長補佐）
総務課課長補佐（財務担当） 野 螻 敏 洋
（北海道教育大学財務部施設課係長（施設企画・管理グループ））
学生課学生係看護師 大 森 明 美
総務課財務係事務補佐員 髙 玉 　 智
学生課教務係事務補佐員 三 浦 　 彩
学生課学生係非常勤看護師 田 中 理 早
学生課寮務係事務補佐員（寮母） 美 坂 直 美
学生課図書係事務補佐員 葛 西 音 於
学生課図書係事務補佐員 濱野谷拓望

【配置換】
総務課課長補佐（総務担当） 岡 本 明 彦

（学生課課長補佐）
学生課課長補佐 森 　 博 和

（学生課専門員）
学生課学生係主任 小 田 涼 太

（学生課教務係主任）
学生課キャリア教育支援センター事務補佐員 山 口 麻 美

（学生課寮務係事務補佐員）
学生課寮務係事務補佐員 山 本 菜 央

（事務補佐員（村本研究室））

【再雇用更新】
技術教育支援センター嘱託職員 照 井 文 哉

【復帰】
総務課調達係主任 齊 藤 里 奈

（室蘭工業大学調達課調達係主任）
学生課教務係主任 関 谷 俊 一

（帯広畜産大学入試・教務課学務企画係主任）

【出向】
北海道教育大学財務部施設課係長（施設企画・管理グループ）小笠原智紀

（総務課調達係長）

【併任】
総務課調達係長 佐 藤 規 久

（総務課長）
総務課施設管理係長 野 螻 敏 洋

（総務課課長補佐（財務担当））

教育理念・学習目標等 （令和3年4月改定）

教 育 理 念

教 育 目 的

豊かな人間性および自主自律の精神を育成し、技術者に必要な知・徳・体のバランスのとれた成長を促し、豊かな人間性および自主自律の精神を育成し、技術者に必要な知・徳・体のバランスのとれた成長を促し、
社会の発展のために活躍できる人材を育てる。社会の発展のために活躍できる人材を育てる。

本校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教授し、本校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教授し、
職業に必要な能力を育成することを目的とする。（学則第１条）職業に必要な能力を育成することを目的とする。（学則第１条）

本科学生の学習目標
Ⅰ 人間性： 正課、行事、課外活動等を通して、豊かな人間性と教養および自主自Ⅰ 人間性： 正課、行事、課外活動等を通して、豊かな人間性と教養および自主自

律の精神を身につける。律の精神を身につける。
Ⅱ 実践性： 創造力の基礎として、実践力および将来に向けて自らを向上させるⅡ 実践性： 創造力の基礎として、実践力および将来に向けて自らを向上させる

学習習慣を身につける。学習習慣を身につける。
Ⅲ 国際性： 世界に目を向ける姿勢と教養およびコミュニケーションの基礎能Ⅲ 国際性： 世界に目を向ける姿勢と教養およびコミュニケーションの基礎能

力を身につける。力を身につける。

専攻科学生の学習目標
Ⅰ 人間性： 他者と協働し、未来の社会に寄与する、豊かな人間性と教養及び広Ⅰ 人間性： 他者と協働し、未来の社会に寄与する、豊かな人間性と教養及び広

い視野を身につける。い視野を身につける。
Ⅱ 創造性： 工学分野における専門的な知識と経営的知識に加え、複数の視点Ⅱ 創造性： 工学分野における専門的な知識と経営的知識に加え、複数の視点

で物事をとらえて新しい技術を創造する基礎力を身につける。で物事をとらえて新しい技術を創造する基礎力を身につける。
Ⅲ 国際性： 地域や国際社会で活躍するための教養とコミュニケーション能力Ⅲ 国際性： 地域や国際社会で活躍するための教養とコミュニケーション能力

及び相互理解の精神を身につける。及び相互理解の精神を身につける。
※専攻科で育成しようとする技術者像は、「教育理念」および「専攻科学生の学習目標」※専攻科で育成しようとする技術者像は、「教育理念」および「専攻科学生の学習目標」

●創造工学科の目的
創造工学科は、工学分野共通の基礎を教育した上で、豊かで安全な未来を創造するための核となる専門分野とその周辺の知識と技術に関する実践的な
教育を行い、豊かな人間性と自主性及び広い視野をもった人材を育成する。

●創造工学専攻の目的
専門知識や技術を基礎とし、経営的知識をもって社会変化に柔軟に対応して、新しい分野でも活躍できる実践的・複合的能力を養成する。

●研究の目的・社会貢献の目的
学術の進展に教育内容を即応させるため、必要な研究を行う。また、研究活動や地域への教育活動等を通して、地域・社会の発展に寄与する。
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編集後記
今年は桜を愛でる心の余裕がないまま春が過ぎ、気がつくと新緑が美しい季節となりました。まだ雪の残る樽前山を

望みながら、あまりに今までと違い過ぎる世の中について様々に思いを巡らしております。

コロナ禍で本校はいち早く遠隔授業を実施いたしました。昨年の今頃は広い校舎ががらんとしておりました。今年は、

熱心に授業を受けたり、実験や実習に取り組んだりする学生の姿が見られます。放課後にはグランドや体育館を元気に

駆けまわる運動部や、作品制作などに力を注ぐ文化部の姿も。エゾリスが時折かわいらしい姿を見せる構内には、

バンカラな応援団の太鼓の音色が勇壮に響きわたります。先般の緊急事態宣言を受けて再度分散登校・遠隔授業

となりましたが、学生たちが生き生きと活動し、自己実現のために充実した日々を送るという、当たり前の日常の大切さを

今更ながら実感しております。

高専通信156号では、卒業・入学関連の記事を中心に、退職教員、留学生・新任教員の紹介や産学連携、行事予定

などについて掲載しました。最新の情報は、本校HPやFacebookも併せてご覧いただければと思います。日 、々状況が

変化いたしますが、皆さまご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

副校長（総務主事）　平野博人
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